
 

 

 

戦
争
法
案
廃
案
を
め
ざ
す
国
民
の
た

た
か
い
は
空
前
の
規
模
に 

・
７
月
15
日
～
17
日
、
強
行
採
決
に
反
対

す
る
国
会
抗
議
行
動
に
の
べ
19
万
人 

・
山
田
洋
次
さ
ん
ら
映
画
人
４
４
６
人

（
７
月
16
日
現
在
）
戦
争
法
案
反
対
表
明 

・
７
月
20
日
、
１
５
０
人
超
の
学
者
が
戦

争
法
案
廃
案
で
会
見
。ア
ピ
ー
ル
賛
同
に

学
者
・
研
究
者
が
１
万
１
千
人
超 

・
７
月
24
日
、
「
安
倍
政
権
NO
！ 

首
相

官
邸
包
囲
」
に
７
万
人 

・
７
月
28
日
、
東
京
・
日
比
谷
公
園
大
集

会
１
万
５
千
人 

・
東
大
や
京
大
な
ど
50
大
学
以
上
（
７
月

30
日
現
在
）
が
戦
争
法
案
反
対
声
明 
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「
国
民
の
過
半
数
が
反

対
し
て
い
る
中
で
、
こ
れ

を
無
理
や
り
通
し
た
と
い

う
事
実
は
、
紛
れ
も
な
く
独
裁

で
す
。
だ
け
ど
、
わ
た
し
、
今

こ
の
景
色
に
本
当
に
希
望
を
感

じ
て
ま
す
。
大
阪
駅
が
こ
ん
な

に
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る

の
を
見
る
の
は
、
わ
た
し
、
初

め
て
で
す
。
こ
の
国
が
独
裁
を

許
す
の
か
、
民
主
主
義
を
守
り

ぬ
く
の
か
は
、
今
わ
た
し
た
ち

の
声
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。･･･

安
倍
首
相
、
二
度
と
戦
争
を
し

な
い
と
誓
っ
た
こ
の
国
の
憲
法

は
、
あ
な
た
の
独
裁
を
認
め
は

し
な
い
。
国
民
主
権
も
、
基
本

的
人
権
の
尊
重
も
、
平
和
主
義

も
守
れ
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、

あ
な
た
は
も
は
や
こ
の
国
の
総

理
大
臣
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」 

こ
れ
は
、
７
月
15
日
梅
田
の

青
年
街
宣
で
の
21
才
女
性
の

ス
ピ
ー
チ
の
一
部
で
す
。 

い
ま
全
国
各
地
で
青
年
学
生

が
、
就
職
活
動
で
の
不
利
益
や

周
囲
の
偏
見
な
ど
を
恐
れ
る
こ

と
な
く
、
自
発
性
・
創
意
性
を

持
っ
て
戦
争
法
案
へ
の
抗
議
行

動
に
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

「
未
来
は
若
者
の
も
の
」
「
若

者
が
動
く
と
き
、
す
で
に
勝
利

の
光
あ
り
」
。
力
を
合
わ
せ
安

倍
政
権
を
打
倒
し
ま
し
ょ
う
！ 

 大河大河大河   

7/24 安倍政権ＮＯ！ 首相官邸包囲 ７万人 

7/19 青年・学生など 
大阪・御堂筋デモ 8200人 

安
倍
政
権
は
国
民
主
権
を
真
っ
向

か
ら
否
定
す
る
独
裁
政
治 

国
民
の
５
割
以
上
が
「
憲
法
違
反
」
、

国
民
の
８
割
が「
政
府
は
納
得
の
い
く
説

明
を
し
て
い
な
い
」と
答
え
て
い
る
戦
争

法
案
（
安
全
保
障
関
連
法
案
）
。
７
月
16

日
、
政
府
・
与
党
が
衆
院
で
強
行
採
決
。

こ
れ
は
、数
の
力
で
主
権
者
国
民
の
多
数

意
思
を
踏
み
に
じ
る
独
裁
政
治
で
す
。 

「安倍ＮＯ！」「
戦争法案阻止」 

日本列島騒然 

7/15～17 国会抗議行動 19万人 

安倍内閣不支持急増 

42.4％
→52.6％

（産経7/19調
査） 



 

 

（２） は ぐ る ま   

ボ
ー
ナ
ス
が
過
去
最
高
額

だ
っ
た
ら
し
い
の
に
、
派
遣
社

員
や
請
負
の
人
員
を
減
ら
す
噂

が
流
れ
て
い
て
矛
盾
を
感
じ
ま

す
。
希
望
の
も
て
る
職
場
が
欲

し
い
で
す
。
（
西
神
戸
・
ビ
ー
） 

神
戸
工
場
で
は
、
阪
神
淡
路

大
震
災
後
の
一
時
期
商
船
の

建
造
を
中
止
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
再
開
し
、
ば
ら
積
み
船

の
連
続
建
造
を
し
て
活
気
を
取

り
戻
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
ば

ら
積
み
船
に
加
え
て
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ

船
や
オ
フ
シ
ョ
ア
船
（
海
底
石

油
掘
削
船
）
の
建
造
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
又
、
古
い
工
場

建
屋
の
建
て
直
し
も
進
ん
で
い

ま
す
。 

中
国
や
韓
国
の
商
船
建
造
の

台
頭
で
苦
境
を
強
い
ら
れ
て
い

る
日
本
の
造
船
業
界
で
す
が
、

我
川
崎
造
船
マ
ン
は
し
ぶ
と
く

生
き
残
っ
て
い
ま
す
。
地
域
と

共
に
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
を

願
っ
て
い
ま
す
。
（
神
戸
・
Ｎ
） 

【
１
ペ
ー
ジ
よ
り
】 

憲
法
９
条
を
破
壊
し
て

「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」

に
道
を
開
く
戦
後
最
悪
の

戦
争
法
案 

衆
院
で
の
審
議
を
通
じ
て
、

戦
争
法
案
の
「
違
憲
性
」
で
次

の
三
つ
の
重
大
問
題
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。 

 

①
「
戦
闘
地
域
」
で
の
兵
站
は
憲

法
違
反
の
武
力
行
使
に
道
を

開
く 

「
後
方
支
援
」
と
い
う
言
葉

は
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
安
倍
政
権
の
造
語

で

あ

り
、
英

語

で
ロ

ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
＝
兵
站
に
は
前
方
・

後
方
の
区
分
け
は
あ
り
ま
せ

ん
。
戦
闘
の
相
手
国
か
ら
す
れ

ば
、
兵
站
は
格
好
の
軍
事
攻
撃

の
目
標
と
な
り
ま
す
。
「
戦
闘

地
域
」
で
の
兵
站
は
、
憲
法
９

条
が
禁
止
す
る
武
力
の
行
使
そ

の
も
の
で
す
。 

 

②
戦
乱
が
続
く
地
域
で
の
治
安

活
動
は
「
殺
し
、
殺
さ
れ
る
」

戦
闘
に
な
る 

安
倍
首
相
は
国
会
で
、
約
３

５
０
０
人
の
戦
死
者
を
出
し
た

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
＝
ア
フ
ガ
ン
で
展
開

し
た
米
軍
主
導
の
掃
討
作
戦
へ

の
参
加
の
可
能
性
を
否
定
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
自
衛
隊
を
「
殺

し
、
殺
さ
れ
る
」
戦
闘
に
参
加 

 

読者の広場 
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さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

③
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の

「
合
憲
論
」
の
「
根
拠
」
は
こ

と
ご
と
く
崩
壊
し
た 

政
府
が
あ
わ
て
て「
合
憲
性
」

の
根
拠
と
し
た
「
砂
川
判
決
」

と
「
72
年
政
府
見
解
」
は
、
ま
っ

た
く
の
こ
じ
つ
け
の
極
み
で
し

た
。 そ

も
そ
も
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
は
、
日
本
に
対
し
て
武
力

攻
撃
を
行
っ
て
い
な
い
国
に
、

日
本
が
先
制
攻
撃
を
加
え
る
こ

と
で
あ
り
、
「
国
際
紛
争
の
解

決
の
手
段
と
し
て
の
武
力
行

使
」
を
禁
止
し
、
い
っ
さ
い
の

「
戦
力
」
保
持
を
禁
止
し
た
憲

法
９
条
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る

も
の
で
す
。 

 

民
間
企
業
へ
の
戦
争
協
力

の
規
模
・
危
険
度
が
拡
大 

戦
争
法
案
は
、
民
間
企
業
な

ど
に
自
衛
隊
支
援
の
協
力
責
務

を
課
し
て
い
ま
す
。
川
崎
重
工 

国
政
で
は
戦
争
法
案
の
行
方

が
大
き
な
関
心
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
工
場
の
昼
休
み
の

食
堂
で
も
よ
う
や
く
会
話
の
中

に
の
ぼ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

工
場
は
け
っ
し
て
戦
争
に
加
担

さ
せ
な
い
と
誓
い
ま
し
た
。 

（
明

石

の

バ
イ
ク
王
） 

陸
・
海
・
空
と
い
う
宣
伝
文

句
の
通
り
、
防
衛
省
の
仕
事
を

し
て
い
る
わ
が
社
に
と
っ
て
、

自
衛
隊
は
お
得
意
様
で
す
。
軍

需
産
業
と
し
て
で
は
な
く
、
災

害
時
に
役
立
つ
製
品
を
開
発
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

未
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
に

も
戦
争
を
し
な
い
自
衛
隊
に
す

る
た
め
に
も
、
平
和
の
た
め
、

人
の
役
に
た
つ
製
品
づ
く
り
が

し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 
 
 
 
 

（
本
社
・
明
子
） 

は
防
衛
産
業
で
あ
る
の
で
、
協

力
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
村
山
社
長
は
、
「
国

家
の
方
針
に
従
う
」
（
株
主
総

会
）と
表
明
し
て
い
る
だ
け
に
、

「
戦
闘
地
域
」
へ
の
動
員
も
あ

り
得
、
極
め
て
危
険
で
す
。 

 日
本
を
「
戦
争
す
る
国
」
に

さ
せ
な
い
！ 

力
を
あ
わ
せ
て
、
安
倍
政

権
の
暴
走
を
ス
ト
ッ
プ
し

ま
し
ょ
う
！ 
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